
豪州産の落花生を採用
安全性・質追求の高価格品拡充

ミツヤ

全
国
ブ
ラ
ン
ド
の

「
う
ま
か
豆
」
な
ど

豆
菓
子
製
造
・
販
売

の
�株
ミ
ツ
ヤ
（
安
佐

北
区
可
部
南
、
世
根

村
康
司
社
長
）
は
、

中
国
産
原
料
に
対
す

る
消
費
者
の
不
安
の

高
ま
り
を
受
け
、
豪

州
産
の
ハ
イ
オ
レ
落

花
生
を
使
っ
た
商
品

開
発
に
注
力
す
る
。

９
月
２９
日
、
日
本
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

（
残
留
基
準
が
設
定

さ
れ
た
使
用
可
能
農

薬
）
に
対
応
し
た
ハ

イ
オ
レ
落
花
生
の
新
商
品「
ナ
ッ
ツ
ピ
ー
」

二
種
類
を
先
行
発
売
。
豪
州
産
で
食
の
安

全
性
・
品
質
を
訴
求
す
る
。

同
国
で
落
花
生
の
八
割
近
く
の
シ
ェ
ア

を
持
つ
Ｐ
Ｃ
Ａ
社
と
契
約
し
、
製
造
・
加

工
は
ミ
ツ
ヤ
の
本
社
工
場
で
行
う
。
希
望

小
売
価
格
は
従
来
品
の
約
二
倍
の
二
〇
〇

円
だ
が
、
小
売
業
界
か
ら
食
品
メ
ー
カ
ー

へ
の
安
全
性
の
要
求
は
高
ま
っ
て
お
り
、

大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
中
心
に
全
国
か
ら

引
き
合
い
が
多
い
と
い
う
。
新
商
品
に
使

わ
れ
て
い
る
ハ
イ
オ
レ
落
花
生
は
、
酸
化

し
に
く
い
オ
レ
イ
ン
酸
を
多
く
含
ん
で
お

り
、
風
味
が
落
ち
に
く
い
。
オ
レ
イ
ン
酸

に
は
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
少
さ

せ
て
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
し
た
り
、
発
ガ

ン
の
も
と
に
な
る
過
酸
化
脂
質
を
作
り
に

く
い
効
果
も
あ
る
と
い
う
。
今
後
は
豪
州

産
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
中
国
産
の
落
花
生
商
品
も
継

続
販
売
す
る
。

本
社
付
近
の
用
地
一
三
二
〇
�
㍍
に
新

工
場
の
建
設
も
構
想
。
９
月
に
用
地
の
七

割
を
購
入
済
み
で
、
残
り
は
１０
月
に
取
得

予
定
。
ガ
ソ
リ
ン
代
替
燃
料
の
利
用
拡
大

を
き
っ
か
け
と
し
た
世
界
的
な
穀
物
の
値

上
が
り
の
動
向
や
、
豪
州
産
落
花
生
商
品

の
出
荷
状
況
を
見
て
、
来
春
に
も
計
画
を

ま
と
め
る
。

尚
文
出
版

名
古
屋
営
業
所
ビ
ル
を
新
築

高
校
国
語
副
教
材
・
問
題
集
出
版
・
販

売
の
尚
文
出
版
�株
（
西
区
楠
木
町
、
水
野

左
千
夫
社
長
）
は
、
名
古
屋
市
千
種
区
日

岡
町
に
自
社
ビ
ル
を
１０
月
末
に
竣
工
す
る

予
定
だ
。
豊
明
市
の
ビ
ル
に
テ
ナ
ン
ト
入

居
し
て
い
る
名
古
屋
営
業
所
を
移
転
し
、

１１
月
１
日
か
ら
営
業
を
始
め
る
。

新
ビ
ル
は
五
階
建
七
四
一
�
㍍
で
、
総

投
資
額
は
三
億
三
〇
〇
〇
万
円
。
名
古
屋

は
８
６
年
に
駐
在
所
を
立
ち
上
げ
、
８
９

年
に
営
業
所
へ
昇
格
。
広
島
の
ほ
か
仙
台

な
ど
に
六
拠
点
を
構
え
、県
外
で
は
東
京
、

大
阪
に
次
ぐ
自
社
ビ
ル
に
な
る
。
０
７
年

７
月
期
売
上
げ
は
九
億
八
二
九
一
万
円
。

四
〇
歳
以
上
の

日
本
人
の
百
人
中

五
、
六
人
が
緑
内

障
に
罹
っ
て
い
る

と
推
測
さ
れ
、
そ

の
多
く
は
自
分
が
緑
内
障
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
で
生
活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
緑

内
障
の
疑
い
が
あ
る
と
患
者
さ
ん
に
言
う

と
、「
白
内
障
は
い
い
け
ど
緑
内
障
は
失
明

す
る
ん
で
し
ょ
う
？
」
と
問
い
直
す
方
が

結
構
お
ら
れ
ま
す
。
緑
内
障
に
も
い
ろ
ん

な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
視

野
が
欠
け
て
く
る
も
の
の
、
失
明
ま
で
に

は
長
い
年
月
を
要
す
る
タ
イ
プ
が
多
い
の

で
、
早
期
発
見
が
最
重
要
で
す
。
あ
る
日

突
然
眼
の
痛
み
と
と
も
に
、
ひ
ど
く
眼
が

か
す
む
タ
イ
プ
の
緑
内
障
（
大
丈
夫
、
早

期
に
治
療
す
れ
ば
治
り
ま
す
）
な
ら
眼
科

に
行
き
ま
す
が
、
無
症
状
の
タ
イ
プ
で
は

な
か
な
か
眼
科
に
行
く
気
に
な
れ
ま
せ
ん
。

紙
に
丸
を
書
き
、
一
〇
㌢
右
に
バ
ツ
を

書
き
、
右
眼
だ
け
で
丸
を
見
つ
め
な
が
ら

紙
を
前
後
す
る
と
バ
ツ
が
ど
こ
か
で
消
え

ま
す
。
ご
存
知
の
盲
点
で
す
。
盲
点
は
固

視
点
（
見
つ
め
る
点
）
よ
り
耳
側
一
七
度

辺
り
に
あ
り
ま
す
。
盲
点
に
対
応
す
る
の

は
眼
底
の
視
神
経
乳
頭
で
す
。
網
膜
に
到

達
し
た
光
情
報
は
視
神
経
繊
維
を
通
り
、

視
神
経
乳
頭
を
経
由
し
て
大
脳
の
視
中
枢

へ
伝
達
さ
れ
ま
す
。
緑
内
障
で
は
、
視
神

経
乳
頭
へ
集
ま
る
視
神
経
繊
維
に
束
状
の

欠
損
が
生
じ
る
た
め
、盲
点
か
ら
弧
状（
欠

損
し
た
神
経
線
維
の
走
行
に
一
致
）
の
視

野
欠
損
が
生
じ
て
き
ま
す
。
普
段
は
両
眼

で
物
を
見
て
い
る
の
で
、
こ
の
視
野
欠
損

に
気
付
か
な
い
う
え
に
、
片
眼
を
隠
し
て

見
た
場
合
も
、
欠
損
を
補
っ
て
上
書
き
し

て
見
て
し
ま
う
の
で
す
。
従
っ
て
、
相
当

に
視
野
欠
損
が
進
行
し
な
い
と
自
覚
で
き

な
い
の
で
す
。（
常
に
盲
点
を
上
書
き
し
て

物
を
見
て
い
る
の
と
同
様
で
す
。）そ
の
た

め
緑
内
障
の
診
断
に
は
鋭
敏
な
視
野
検
査

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ
ん
ま

り
鋭
敏
だ
と
擬
陽
性
に
出
る
可
能
性
も
あ

り
、「
緑
内
障
の
疑
い
」
と
し
て
暫
く
無
治

療
で
経
過
を
み
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
四

〇
歳
を
過
ぎ
る
と
、
幸
か
不
幸
か
誰
で
も

老
眼
の
た
め
本
が
読
み
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

直
接
眼
鏡
店
や
百
均
で
老
眼
鏡
を
調
達
し

な
い
で
、
ど
う
か
眼
科
で
診
察
を
受
け
、

処
方
箋
を
持
っ
て
眼
鏡
店
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。そ
の
際
、

緑
内
障
が
早
期
に

発
見
で
き
、
適
切

な
治
療
を
受
け
れ

ば
、
失
明
を
恐
れ

る
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

緑
内
障

広
島
市
西
区
医
師
会
理
事

し
み
ず
眼
科
医
院
院
長

清
水
さ
え
子

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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